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　中小企業診断士（以下，「診断士」）になるため
には，2つの方法があります。1つ目は，診断協
会が実施する第1次試験と第2次試験に合格後，
実務補習を修了するか，診断実務に従事すること
で，診断士として登録する方法です。2つ目は，
第1次試験合格後，中小企業基盤整備機構または
登録養成機関が実施する養成課程を修了すること
で，診断士として登録する方法です（図表 1）。

図表 1　中小企業診断士登録までのステップ
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　養成課程のカリキュラムは，演習と実習で構成
されます。演習では，グループワーク主体の討議
を行います。実習では，実際に中小企業に出向き，
現地調査とトップインタビュー，問題点把握，課
題抽出，解決策立案，報告書作成を行い，トップ
向けに報告会を実施します。

　「中小企業支援事業の実施に関する基準を定め
る省令」には，演習と実習の合計時間は642時間
以上と定められています。実施期間は登録養成機
関によって6ヵ月から2年と幅がありますが，基
本的にこの時間は同じです。MBAなどの資格が
取得できる大学院系の登録養成機関では，演習と
実習に加えて，各資格を取得するための時間が，
別途設けられています。
　昨今のコロナ禍の影響が，診断士試験にも出て
います。第2次試験においては，2020年度，受験
自粛を理由に受験しなかった受験生を対象に，受
験可能期間が1年間延長されました。養成課程も，
長期間にわたって演習と実習を継続するため，登
録養成機関・受講生ともコロナ禍の影響を受ける
はずです。
　第1章では，登録養成機関にインタビューを行
い，コロナ禍への対応と受講生への影響について
お話をうかがいました。コロナ禍の影響だけでな
く，養成課程を修了することで，投資（学費）に
見合う力が身につけられるのかも気になります。
　第2章では，独立診断士として活躍している養
成課程修了生たちにインタビューしました。全員
が，診断士になって，養成課程出身であることが
プラス面に働く場面が多かったと述べていたこと
が印象的でした。
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